




「ヒマワリ」 「コスモス」「サクラ」

朝倉市市民憲章

私たちの朝倉市は、恵まれた自然と悠久の歴史に抱かれています。 

このまちがより一層輝きを放つために、一人ひとりが自覚を持ち、 

身近にあるたくさんの素晴らしいものに気づき、これを活かしながら、 

新たな未来を拓いていくことを願いつつ、郷土への愛をこめてこの憲章を定めます。 

１．水と緑を守り、文化と歴史に学びながら、魅力ある新しいまちをつくります。 

１．平和を愛し、人権を尊び、かけがえのない命を大切にするまちをつくります。 

１．仕事に励み、健康に心がけ、生きがいと安らぎに満ちたまちをつくります。 

１．自ら学び模範となり、子どもたちの健やかな心と夢を育むまちをつくります。 

１．共に支え助け合い、地域一丸となって、安全・安心なまちをつくります。 

平成 28 年３月 20 日制定 朝倉市 

《市の花》 

《市の木》 

「クス」 「イチョウ」 「ツゲ」 



本市は、平成18（2006）年３月の１市２町の合併後、令和元年度からは市の最上位

計画である第２次朝倉市総合計画に基づき、災害からの復旧・復興を進めつつ、

さらに発展していくために、市民の皆様とともに全力でまちづくりに取り組んで

まいりました。

この間、災害復旧・復興の成果は目に見えるようになり、確実に「ふるさと朝倉」を

取り戻しつつありますが、世界情勢の変化や経済変動、新型コロナウイルス感染症

等は、市民生活や地域経済へ大きな影響を与えており、地域経済の回復や感染症

対策等、対応すべき課題も生じています。また、人口減少や少子高齢化の進展、技術

革新による生活の変化への対応、地球温暖化対策や産業振興、教育環境の充実等も

引き続き取り組む必要があります。

このような状況に対する取組の方向性、具体的な目標や施策をお示しする第３次

朝倉市総合計画を、市民の皆様からご意見をいただきながら策定しました。

計画の中にあるように、施策のくくりを超えて地方創生を推進し、感染症対策を

はじめ、防災・減災対策や脱炭素社会の実現、デジタル・トランスフォーメーション

の推進、観光振興等、様々な政策に取り組みながらも健全財政を確保し、すべての

市民が心豊かに暮らすことができる魅力ある朝倉市の実現を目指してまいります。

結びに、将来世代に渡って安心して暮らすことができ、夢・希望・笑顔あふれる

朝倉市を市民の皆様とともに創るため、より一層のご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

令和５年３月

第３次朝倉市総合計画の策定にあたって

第５代　朝倉市長

林  裕 二
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